ポロックとメイトランド著「婚姻」の紹介（1） by 加藤,哲実





























(1) F. Pollock and F. W. Maitland, (1898/1968), The History of English Law before
the Time of Edward I, 2nd ed., 2vols. (Cambridge, 1898), reissued with a new
introduction and select bibliography by S. F. C. Milsom (Cambridge, 1968), vol.1,
ch. 7. Family Law. § 1. Marriage.
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William Maitland, 1850-1906.)が主として執筆したとされている F. Pollock and














































































































































































(sponsalia per verba de futuro)であり、それは男性と女性がこれから先、夫と妻
になるということをお互いに約束した場合に起こるものである。もう一つは、現在







している。G. D. G. Hall, (ed.) (1965), The Treatise on the Laws and Customs of the
Realm of England commonly called Glanville (London); グランヴィル著、松村勝二
郎訳『中世イングランド王国の法と慣習』（明石書店、1993年）。
(5) canon law(カノン法)とは、ローマ・カトリック教会法であり、ecclesiastical law(教会
法)とは、イングランドの教会裁判所が運用する法である。
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素において異端めいた堕落に蝕まれていたのか、そしてまた、誰一人としてこれを
注視に値するとは考えなかったのか、と。そしてそれは奇妙な堕落であった。イン
グランドの教会は聖職者による祝福を要求しなかった。イングランドの教会は、ト
リエント公会議が賢明にも要求したようには教区司祭による証明を要求しなかっ
た。イングランドの教会は、教会における儀式を要求しなかった。イングランドの
教会は、「叙階された聖職者」の「立ち会い」を要求しただけなのである。
（未完）
村山眞維教授の古稀を謹んでお慶び申し上げます。この 14年の間、法社会学と
いう土俵において、ともに切磋琢磨できたことに感謝しつつ、先生のますますのご
活躍をお祈り申し上げます。
（明治大学法学部教授）
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